
第１号議案 令和２年度事業報告及び収支決算の承認について 
 
Ⅰ．令和２年度事業報告 
 

１  事業の概要

令和２年度の事業については、「栃木県稲麦類大豆生産振興方針」に基づき、関係機関・

団体と連携し優良種子の生産と安定供給及び品質の向上に取り組みました。

種子の生産については、特に需要が急増した水稲「とちぎの星」において、ほ場転換に

よる生産拡大に取り組みました。また、混種事故防止対策および発芽率確保については、

引き続き重点実施事項として取り組みました。

さらに、消費者・実需者から選ばれる主要農作物の生産と品質改善対策については、技

術指導資料の作成・配付や講習会への経費助成及び受検対策等を実施しました。

一方、令和２年４月に施行された「栃木県奨励品種の優良な種苗の安定供給に関する条

例」に基づき、種子場ＪＡ及び関係機関・団体等と種子生産供給体制の維持・発展に取り

組みました。

２  主要農作物の県内作柄概況

（１）稲

田植え以降、６月中旬までは高温・多照で茎数は多く確保されましたが、７月

の長雨・日照不足により軟弱に生育しました。出穂期以降は高温で推移したこと

から登熟期間が短くなり肥大・充実が抑制されたものの、県全体で単収 、

作況指数１０１の「平年並み」となりました。

一方、品質面では着色粒及び胴割粒等があったものの概ね良好となり 等比率

は ％となりました。

（２）麦類

台風や断続的な降雨により播種作業が遅れたものの、年明け後に気温がやや高

く推移したことから生育が早まり茎数は平年より多く推移しました。収量につい

ては、二条大麦は若干細身傾向で整粒歩合はやや低くなったことからやや少なく、

六条大麦は平年並み、小麦は一部幼穂凍死、倒伏等によりやや少なくなりました。

作柄は「並」から｢やや不良｣となりました。

（３）大豆

播種は断続的な降雨により遅れたほ場が多く、播種期の早晩により生育にバラ

ツキが見られました。開花は８月上旬より始まり、着莢数は平年並みでした。病

虫害の発生は、べと病はやや少なかったが、カメムシ等の虫害が多く確認されま

した。収穫量はやや小粒傾向であったことから「平年並み」から「やや少なく」、

品質は病害粒の発生は少なく比較的良好でした。



３．事業の実施状況

（１）優良種子の生産と安定供給対策事業

１ 種子の生産

稲・麦類・大豆の種子の生産実績は下表のとおりです。

表－１ 稲種子の生産：（ ）は品種数 （単位：ａ．㎏．％）

種 類 採種ほ面積 契約数量① 生産数量② ②／①

水 稲 ４４，４８０ １，８４６，０００ １，９２６，４００ １０４

陸 稲 ２２５ ４，５００ ２，９２０ ６５

合 計 ４４，７０５ １，８５０，５００ １，９２９，３２０ １０４

表－２ 麦類種子の生産：（ ）は品種数 （単位：ａ．㎏．％）

種 類 採種ほ面積 契約数量① 生産数量② ②／①

六条大麦 ３，６００ ９９，０００ ８４，４２５ ８５

二条大麦 ２１，８００ ７１０，２５０ ７０９，４５０ １００

小 麦 ５，０００ １６２，０００ １５４，２６０ ９５

合 計 ３０，４００ ９７１，２５０ ９４８，１３５ ９８

表－３ 大豆種子の生産：（ ）は品種数 （単位：ａ．㎏．％）

種 類 採種ほ面積 契約数量 ① 生産数量② ②／①

大 豆（１） ３，４６８ ６２，４３０ ５９，３７０ ９５

２）生産指導と品質管理

① 立会者として、ほ場確認会に延べ６３人日、下見指導会に２２人日、及び検査

等（生産物確認・農産物検査）に４４人日出役しました。

② 関係機関協力の下、採種技術平準化や生産管理指導研修会等を開催しました。

会議・研修会 実施時期 備考

稲種子消毒計画会議及び稲種子生産者価

格検討会

令和２年 ５月２７日 種苗事業の

事務体系等

麦類種子調製程度確認会 令和２年 ６月２３日

稲種子調製程度確認会 令和２年１０月 ２日

大豆種子調製程度確認会 令和２年１２月 ３日

種子生産研修会 令和３年 ２月１８日 ビル

③ 供給する種子籾の純粋性を確認するためのＤＮＡ調査を各種子場ＪＡからサ

ンプル採種し民間検査機関に分析を依頼、いずれも純粋性を確認しました。

（原料荷受段階 点、製品調製段階等 点、合計 点）



３．事業の実施状況

（１）優良種子の生産と安定供給対策事業

１ 種子の生産

稲・麦類・大豆の種子の生産実績は下表のとおりです。

表－１ 稲種子の生産：（ ）は品種数 （単位：ａ．㎏．％）

種 類 採種ほ面積 契約数量① 生産数量② ②／①

水 稲 ４４，４８０ １，８４６，０００ １，９２６，４００ １０４

陸 稲 ２２５ ４，５００ ２，９２０ ６５

合 計 ４４，７０５ １，８５０，５００ １，９２９，３２０ １０４

表－２ 麦類種子の生産：（ ）は品種数 （単位：ａ．㎏．％）

種 類 採種ほ面積 契約数量① 生産数量② ②／①

六条大麦 ３，６００ ９９，０００ ８４，４２５ ８５

二条大麦 ２１，８００ ７１０，２５０ ７０９，４５０ １００

小 麦 ５，０００ １６２，０００ １５４，２６０ ９５

合 計 ３０，４００ ９７１，２５０ ９４８，１３５ ９８

表－３ 大豆種子の生産：（ ）は品種数 （単位：ａ．㎏．％）

種 類 採種ほ面積 契約数量 ① 生産数量② ②／①

大 豆（１） ３，４６８ ６２，４３０ ５９，３７０ ９５

２）生産指導と品質管理

① 立会者として、ほ場確認会に延べ６３人日、下見指導会に２２人日、及び検査

等（生産物確認・農産物検査）に４４人日出役しました。

② 関係機関協力の下、採種技術平準化や生産管理指導研修会等を開催しました。

会議・研修会 実施時期 備考

稲種子消毒計画会議及び稲種子生産者価

格検討会

令和２年 ５月２７日 種苗事業の

事務体系等

麦類種子調製程度確認会 令和２年 ６月２３日

稲種子調製程度確認会 令和２年１０月 ２日

大豆種子調製程度確認会 令和２年１２月 ３日

種子生産研修会 令和３年 ２月１８日 ビル

③ 供給する種子籾の純粋性を確認するためのＤＮＡ調査を各種子場ＪＡからサ

ンプル採種し民間検査機関に分析を依頼、いずれも純粋性を確認しました。

（原料荷受段階 点、製品調製段階等 点、合計 点）

④ 採種農家の技術の高位平準化を図るため技術資料を作成し配付しました。

＊ 稲・麦類・大豆栽培履歴表 ４４０セット

＊ 稲種子異品種（コンタミ）混入防止チェックリスト ３３０枚

＊ もみ種子枝梗対策チラシ ３７０枚

＊ 大豆種子紫斑病・べと病防除チラシ ７５枚

３）混種事故防止対策

① 混種事故防止対策については、各種子場ＪＡや部会に対して県・関係団体の協

力を得ながら研修会等を開催するとともに、種子 や異品種混入防止チェック

シートの配付など各種対策に取り組みました。

② 種子生産者の１品種作付推進、収穫等機械の共同利用推進、ＪＡでの原種消

毒の実施及び原種専用ネットの作成・配付などコンタミ防止の徹底に取り組みま

した。

４）優良種子の安定供給

①種子の供給

（稲種子） 生産数量は、前記表－１のとおりで全品種合計では契約数量を

上回りましたが、契約数量を下回った２品種については、備蓄種

子及び県外産種子等の活用により不足なく供給できました。

（麦類種子） 生産数量は、前記表－２のとおりで二条大麦１品種・六条大麦・

小麦３品種について契約数量を下回りましたが、備蓄種子及び県

外産種子等の活用により不足なく供給できました。

（大豆種子） 生産数量は、前記表－３のとおりで契約数量を下回りましたが、

転用種子等の活用により不足なく供給できました。

②備蓄種子対策

ＪＡ全農とちぎが実施する稲・麦類・大豆の備蓄種子の発芽試験を支援し、

発芽率が種苗法に規定した基準以上であることを確認し、チラシ等も作成・配

付し供給しました。

そのほか、県の災害対策種子確保事業に取り組み、下記のとおり備蓄を行い

ました。

品種 数量 年産 保管期間 保管場所

コシヒカリ ｔ 令和 年 月 日

～令和 年 月 日

Ａグリーンとちぎ

中央物流センター

なすひかり ｔ 同 上 同 上



＊ 備蓄種子もみ供給チラシ ２３，５００枚

＊ 備蓄種子麦類供給チラシ ３，５００枚

＊ 備蓄種子大豆供給チラシ １，４００枚

③水稲種子消毒実績

水稲ばか苗病、いもち病等の予防対策として、下表のとおり実施しました。

単位：㎏、％

令和３年産用水稲種子供給数量 令和３年産用消毒水稲種子数量 消毒供給ｼｪｱ

１，８５０，５８９ １，０３１，９４０ ５６

５）種子生産体制の強化

① 「優良種子生産部会表彰基準」に則り３部会等を表彰しました。

稲種子の部 ：塩野谷農業協同組合 水稲種子生産部会

麦類種子の部：下野農業協同組合 採種部会

大豆種子の部：那須野農業協同組合 今泉大豆集団栽培組合

② 採種体制の強化と優良種子確保のため「種子場農協交付金」、「稲こうじ病防

除助成金」等を種子場ＪＡに助成しました。

６）残量処理費と費用負担

① 残量処理費の収支状況は下表のとおりです。単年度収支の余剰金は要領に基

づき次年度への繰越金といたします。

（単位：円）

費用負担 収入金額

① 
支出金額

② 
単年度収支

③ ＝①－②

前年度

繰越金④

次年度

繰越金⑤

④＋③ ＋未収金

稲 円

麦 円 ㎏

大豆 円 ㎏

前年度未収金

含む

※収入金額①：負担金（稲・麦・大豆）の合計 円＋預金利息 円

※残量処理数量：稲 ｔ

※育苗ｾﾝﾀｰ助成数量：稲 ｔ

７）事故処理費と費用負担

① 事故処理費の収支状況は次ページ表のとおりです。

今後、事故の発生がなければ、１年未満で各々の事故処理負担金を全額ＪＡに

返金いたします。



（単位：円）

費用負担 収入金額

①

支出金額

②

預り金

① －②

費用負担

対象数量

稲・麦・大豆

各 円 ｋｇ

稲：

麦：

大豆：

（２）消費者・実需者から選ばれる主要農作物の生産と品質改善対策事業

１）作付け及び品質改善対策

稲・麦類・大豆にて各々、一般生産者向けチラシを作成し生産者への周知徹底

を図りました。

① 稲では、発芽に大きく影響する種子籾の浸種について注意を喚起しました。

＊ 種子籾浸種留意点：「浸種水温は ～ ℃（ ℃前後）で 」チラシ

２７，０００枚

② 麦類では、適切な収穫・乾燥・調製のポイントを指導しました。

＊適期収穫が決め手！（良質麦の安定生産を）チラシ ５，７００枚

③ 大豆では、「里のほほえみ」の栽培指導をしました。

＊「里のほほえみ」の栽培のポイント（べと病の適期防除を）チラシ

１，４００枚

２）栽培技術指導

稲・麦類・大豆の栽培管理・品質改善対策は地域によって異なることから、各

地方農業振興協議会が実施する各種講習会に助成しました。

３）受検対策

米では、受検対策会議（７月１４日）を開催し、品質向上の推進や検査協

力体制の確立に努めました。特に、品質向上では適期収穫、高温時の適切な

水管理による腹白米・胴割れ米の発生抑制、過乾燥米の発生防止等を指導し

ました。

＊ 米受検対策資料：「お米は大切な商品です」 ４０，５００枚

（３ 広報活動事業

情報紙｢とちぎ米麦改良｣の発行（３回／年）

ホームページの活用及び情報提供



４．主要行事内容 
 

月 日 場 所 内 容

４ １６～ 各種子場ＪＡ 令和２年産麦類採種ほ場確認会出席

５

１５ 栃木県 ビル 栃木県農業再生協議会通常総会出席（書面）

２２、２９ 農業試験場 令和２年産麦類原種立毛検討会出席

２７
栃木県 ビル 令和３年産用稲種子消毒計画会議及び稲、麦類及び大豆

の種子価格検討会議（稲）開催

２９ 栃木県 ビル 令和１年（平成３１年）度定期監査

６

２ 栃木県 ビル （公社）栃木県米麦改良協会第１回幹事・事務局員会議開催

４ 栃木県 ビル 備蓄麦類種子発芽試験実施

４～ 各種子場ＪＡ 令和２年産麦類種子下見指導会出席

９ 栃木県 ビル （公社）栃木県米麦改良協会第１回理事会開催

１１ 東京都 （一社）全国米麦改良協会総会出席（委任状）

２３ 栃木県 ビル 令和２年産麦類種子調製程度確認会開催

２４～ 各種子場ＪＡ 令和２年産麦類種子検査立会

３０ 栃木県 ビル （公社）栃木県米麦改良協会第３６回通常総会開催

３０ 栃木県 ビル （公社）栃木県米麦改良協会第２回理事会開催（書面）

７
１４ 栃木県 ビル 令和２年産米受検対策会議開催

３０～ 各種子場ＪＡ 原種価格値上げ説明

８

３ 高根沢原種農場 令和２年産麦類原原種・原種調製目合会出席

５～ 各種子場ＪＡ 令和２年産稲採種ほ場確認会出席

２６ 栃木農場 令和２年産稲・大豆原種立毛検討会出席

２７ 栃木県 ビル 稲、麦類及び大豆の種子価格検討会議（麦類）開催

２７ 栃木県 ビル 令和３年産麦類種子生産ほ場設置計画会議開催

９

３ 高根沢・黒磯農場 令和２年産稲・大豆原種立毛検討会出席

１６～ 各種子場ＪＡ 令和２年産大豆採種ほ場確認会出席

１６～ 各種子場ＪＡ 令和２年産稲種子下見指導会出席

１０

１ 県庁舎 令和３年産麦類生産技術検討会出席

２ 栃木県 ビル 令和２年産稲種子調製程度確認会開催

１９ 県庁舎 令和３年産麦類原種生産計画会議出席

１９ 栃木県 ビル 備蓄稲種子発芽試験実施



４．主要行事内容 
 

月 日 場 所 内 容

４ １６～ 各種子場ＪＡ 令和２年産麦類採種ほ場確認会出席

５

１５ 栃木県 ビル 栃木県農業再生協議会通常総会出席（書面）

２２、２９ 農業試験場 令和２年産麦類原種立毛検討会出席

２７
栃木県 ビル 令和３年産用稲種子消毒計画会議及び稲、麦類及び大豆

の種子価格検討会議（稲）開催

２９ 栃木県 ビル 令和１年（平成３１年）度定期監査

６

２ 栃木県 ビル （公社）栃木県米麦改良協会第１回幹事・事務局員会議開催

４ 栃木県 ビル 備蓄麦類種子発芽試験実施

４～ 各種子場ＪＡ 令和２年産麦類種子下見指導会出席

９ 栃木県 ビル （公社）栃木県米麦改良協会第１回理事会開催

１１ 東京都 （一社）全国米麦改良協会総会出席（委任状）

２３ 栃木県 ビル 令和２年産麦類種子調製程度確認会開催

２４～ 各種子場ＪＡ 令和２年産麦類種子検査立会

３０ 栃木県 ビル （公社）栃木県米麦改良協会第３６回通常総会開催

３０ 栃木県 ビル （公社）栃木県米麦改良協会第２回理事会開催（書面）

７
１４ 栃木県 ビル 令和２年産米受検対策会議開催

３０～ 各種子場ＪＡ 原種価格値上げ説明

８

３ 高根沢原種農場 令和２年産麦類原原種・原種調製目合会出席

５～ 各種子場ＪＡ 令和２年産稲採種ほ場確認会出席

２６ 栃木農場 令和２年産稲・大豆原種立毛検討会出席

２７ 栃木県 ビル 稲、麦類及び大豆の種子価格検討会議（麦類）開催

２７ 栃木県 ビル 令和３年産麦類種子生産ほ場設置計画会議開催

９

３ 高根沢・黒磯農場 令和２年産稲・大豆原種立毛検討会出席

１６～ 各種子場ＪＡ 令和２年産大豆採種ほ場確認会出席

１６～ 各種子場ＪＡ 令和２年産稲種子下見指導会出席

１０

１ 県庁舎 令和３年産麦類生産技術検討会出席

２ 栃木県 ビル 令和２年産稲種子調製程度確認会開催

１９ 県庁舎 令和３年産麦類原種生産計画会議出席

１９ 栃木県 ビル 備蓄稲種子発芽試験実施

月 日 場 所 内 容

２８～ 各種子場 令和２年産稲種子検査立会

２８
栃木県 ビル （公社）栃木県米麦改良協会第２回幹事・事務局員会議開

催

１１
６ 栃木県 ビル （公社）栃木県米麦改良協会第３回理事会開催

２６ ホテルニューイタヤ 栃木県産ビール麦生産・品質対策会議

１２

３ 栃木県 ビル 令和２年産大豆種子調製程度確認会開催

８～ 各種子場 令和２年産大豆種子下見指導会出席

１１ 原種農場 令和２年産稲・大豆原原種・原種調製程度目合会出席

２３～ 各種子場ＪＡ 令和２年産大豆種子検査立会

１
８ 栃木県 ビル 備蓄大豆種子発芽試験実施

２５ 栃木県 ビル 種苗法改正に関する説明会出席（ ）

２

９ 栃木県 ビル 令和３年産稲種子生産ほ場設置計画会議開催

９ 栃木県 ビル 稲種子生産者価格検討会議開催

９ 栃木県 ビル 種子生産体制強化方針の策定に関する担当者会議出席

１８ 栃木県 ビル 令和２年度種子生産研修会開催

２５
栃木県 ビル （公社）栃木県米麦改良協会第 回幹事・事務局員会議開

催

３

１０ 栃木県 ビル （公社）栃木県米麦改良協会第４回理事会開催

１１ 栃木県 ビル 令和３年産稲・大豆原種生産計画会議出席

１８
県庁舎 令和２年度栃木県奨励品種の種苗の安定供給に関する会

議出席

２２ 栃木県 ビル 令和３年産大豆種子生産ほ場設置計画会議開催

２２ 栃木県 ビル 稲、麦類及び大豆の種子価格検討会議（大豆）開催

２６ 栃木県 ビル （公社）栃木県米麦改良協会第２５回臨時総会開催

２６ 栃木県 ビル （公社）栃木県米麦改良協会第５回理事会開催（書面）

 
 
 
 
 
 
 
 



５．会議の開催 
（１）総会 

区 分 
総会日現在 
会 員 数 

出 席 者 
主要な議事とその議決 

本人 書面 計 
通常総会 

Ｒ2.6.30 
34 20 14 34 

1．1 年（31 年）度事業報告及び収支決算の承認に

ついて 
2．役員の選任について 
3．顧問の推たいについて 

（全議案原案どおり議決） 
臨時総会 

Ｒ3.3.26 

34 21 13 34 

1．3 年度事業計画並びに収支予算の承認について 
2．役員の選任について 
3．3 年度会費並びに徴収方法の決定について 
4．3 年度借入金最高限度額について 
5．3 年度役員報酬額について 

（全議案原案どおり議決） 

 
（２）理事会 

区 分 理事数 
出 席 者 

主要な議事とその議決 
本人 書面 計 

第 1 回 
Ｒ2.6.9 

13 11  11 

1．通常総会開催について 
2．1 年（31 年）度事業報告及び収支決算の承認に

ついて 
3．役員の選任について 
4．顧問の推たいについて 
5．参与の推薦について 

（全議案原案どおり議決） 
6．報告事項 
① 2 年産稲種子生産者価格の決定について 
② 2 年産大豆種子生産者価格の決定について 

第 2 回（書面） 
Ｒ2.6.30 13  13 13 

1． 代表理事および常務理事の選任について 
（原案どおり議決） 

第 3 回 
Ｒ2.11.6 

13 12  12 

1．2 年度残量処理計画について 
（原案どおり議決） 

2． 報告事項 
① 2 年度上期事業報告について 
② 2年産麦種子生産実績及び 3年産用需給状

況について 
③ 3 年産用麦種子生産計画について 



５．会議の開催 
（１）総会 

区 分 
総会日現在 
会 員 数 

出 席 者 
主要な議事とその議決 

本人 書面 計 
通常総会 

Ｒ2.6.30 
34 20 14 34 

1．1 年（31 年）度事業報告及び収支決算の承認に

ついて 
2．役員の選任について 
3．顧問の推たいについて 

（全議案原案どおり議決） 
臨時総会 

Ｒ3.3.26 

34 21 13 34 

1．3 年度事業計画並びに収支予算の承認について 
2．役員の選任について 
3．3 年度会費並びに徴収方法の決定について 
4．3 年度借入金最高限度額について 
5．3 年度役員報酬額について 

（全議案原案どおり議決） 

 
（２）理事会 

区 分 理事数 
出 席 者 

主要な議事とその議決 
本人 書面 計 

第 1 回 
Ｒ2.6.9 

13 11  11 

1．通常総会開催について 
2．1 年（31 年）度事業報告及び収支決算の承認に

ついて 
3．役員の選任について 
4．顧問の推たいについて 
5．参与の推薦について 

（全議案原案どおり議決） 
6．報告事項 
① 2 年産稲種子生産者価格の決定について 
② 2 年産大豆種子生産者価格の決定について 

第 2 回（書面） 
Ｒ2.6.30 13  13 13 

1． 代表理事および常務理事の選任について 
（原案どおり議決） 

第 3 回 
Ｒ2.11.6 

13 12  12 

1．2 年度残量処理計画について 
（原案どおり議決） 

2． 報告事項 
① 2 年度上期事業報告について 
② 2年産麦種子生産実績及び 3年産用需給状

況について 
③ 3 年産用麦種子生産計画について 

④ 3 年産麦種子生産者価格について 
⑤ 1 年産種子事故処理負担金について 
⑥ 2 年産種子事故処理負担金について 

第 4 回 
Ｒ3.3.10 

13 11  11 

1．臨時総会の開催について 
2．臨時総会提出議案について 

（全議案原案どおり議決） 
3．報告事項 
① 2 年産稲種子生産実績及び需要見込について 
② 2 年産大豆種子生産実績及び需要見込につい

て 
③ 3 年産稲種子生産計画について 
④ 栃木県米麦改良協会 規程の一部変更につ

いて 

第 5 回（書面） 
R3.3.26 

13  13 13 
1. 常務理事の選任について 

（原案どおり議決） 

 
 
（３）監査 

区 分 監事数 
出 席 者 

主要な議事とその議決 
本人 書面 計 

Ｒ2.5.29 2 2  2 1 年（31 年）度事業報告・収支決算等監査 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



６．附属明細書 
 
 
（１） 令和２年産稲種子生産実績数量 
 
 
（２） 令和２年産麦類種子生産実績数量 
 
 
（３） 令和２年産大豆種子生産実績数量 
 
 
（４） 令和３年産用稲種子需給表 
 
 
（５） 令和３年産用麦類種子需給表 
 
 
（６） 令和３年産用大豆種子需給表 
 
 
（７） 令和２年産種子更新率



６．附属明細書 
 
 
（１） 令和２年産稲種子生産実績数量 
 
 
（２） 令和２年産麦類種子生産実績数量 
 
 
（３） 令和２年産大豆種子生産実績数量 
 
 
（４） 令和３年産用稲種子需給表 
 
 
（５） 令和３年産用麦類種子需給表 
 
 
（６） 令和３年産用大豆種子需給表 
 
 
（７） 令和２年産種子更新率

品種名 Ｊ　Ａ　名 面　積 契約数量 実績数量 対比 合格・消毒 合格・未消毒 準・消毒 準・未消毒

コシヒカリ なすの

なす南

小　計

あさひの夢 しもつけ

なすひかり しおのや

とちぎの星 しもつけ

はが野

小計

夢ささら なすの

きぬはなもち しもつけ

うつのみや

はが野

小計

（有機栽培種子）

品種名 法　人　名 面　積 契約数量 実績数量 対比 合格・未消毒 　　備　　　　　考

コシヒカリ 民間稲作

とちぎの星 研究所

令和3年2月3日確定

　　　　（１）令和２年産稲種子生産実績数量

単位：ａ，ｋｇ，％

　　　　合　　　　　計

　　水稲うるち計

　水稲もち計

水　稲　計

　陸稲もち計

トヨハタモチ

ＮＰＯ法人(上三川町）

合　　　　　　計



　
種 品種名 Ｊ　Ａ　名 面積 契約数量 生産実績数量 契約

　
類 対比 合格種子

シェア
準 種子

シェア

なすの

しもつけ

おやま

小計

とちのいぶき はが野

シュンライ なす南

さとのそら 足利

イワイノダイチ おやま

タマイズミ おやま

ゆめかおり しおのや

（２）令和２年産麦類種子生産実績数量

単位：ａ．Ｋｇ．％

生産実績数量内訳

二
条
大
麦

ニューサチホ
ゴールデン

二条大麦計

令和２年８月３日確定

六
条
大
麦

六条大麦計

小
麦

小　麦　計

計



単位：ａ，ｋｇ，％

ＪＡ名 品種名 面積 契約数量 実績数量 対比 合格 準Ａ 準Ｂ

なすの 里のほほえみ

（大田原）

なすの 里のほほえみ

（黒磯）

なすの 里のほほえみ

（黒羽）

なすの　計

なす南 里のほほえみ

令和3年２月1７日確定

合　　   計

（３）令和２年産大豆種子生産実績数量 



JA全農とちぎ （単位：ｋｇ）

採種ほ産 計 県　内 県　外 計

コシヒカリ

あさひの夢

なすひかり

とちぎの星

夢ささら

　小　　計

きぬはなもち

　小　　計

合　　　　　　計

※
県外移入，転用
・「とちぎの星」45,000kg：転用種子
・「トヨハタモチ」1,860kｇ：茨城県より「ひたちはたもち」を移入

う

る

ち

水

稲

も

ち

水　　稲　　計

陸
稲

トヨハタモチ

小　　計

（令和３年４月末日現在）

　　　　　　　　　　区分
種別・品種名

生 産 及 び 確 保 数 量 供　　給　　数　　量
残　量

備　蓄
県外移入,
転用

（４）令和３年産用稲種子（令和２年産稲種子）需給表



JA全農とちぎ （単位：ｋｇ）

採種ほ産 計 県　内 県　外 計

コシヒカリ

あさひの夢

なすひかり

とちぎの星

夢ささら

　小　　計

きぬはなもち

　小　　計

合　　　　　　計

※
県外移入，転用
・「とちぎの星」45,000kg：転用種子
・「トヨハタモチ」1,860kｇ：茨城県より「ひたちはたもち」を移入

う

る

ち

水

稲

も

ち

水　　稲　　計

陸
稲

トヨハタモチ

小　　計

（令和３年４月末日現在）

　　　　　　　　　　区分
種別・品種名

生 産 及 び 確 保 数 量 供　　給　　数　　量
残　量

備　蓄
県外移入,
転用

（４）令和３年産用稲種子（令和２年産稲種子）需給表

JA全農とちぎ （単位：ｋｇ）

採種ほ産 計 県　内 県　外 計

―

ゆめかおり

　　小　　計

合　　　　　　計

※
県外移入、転用
・「もち絹香」 14,675ｋｇ：転用種子14,675ｋｇ
・「シュンライ」  4,000ｋｇ：長野県より移入
・「イワイノダイチ」10,020ｋｇ：転用種子9,000ｋｇ、岐阜県より 1,020kg移入

　　小　　計

ニューサチホゴールデン

とちのいぶき
二
　
条
　
大
　
麦

六
条
大
麦

シュンライ

　　小　　計

イワイノダイチ

小
　
　
麦

タマイズミ

さとのそら

もち絹香(転用種子） ―

（令和３年４月末日現在）

　　　　　　　　　　区分
種別・品種名

生 産 及 び 確 保 数 量 供　　給　　数　　量

残　量
備　蓄

県外移入,
転用

（５）令和３年産用麦類種子（令和２年産麦類種子）需給表



JA全農とちぎ （単位：ｋｇ）

採種ほ産 計 県　内 県　外 計

※
県外移入,転用
・「里のほほえみ」15,000ｋｇ：転用種子

里のほほえみ

合　　　　計

（６）令和３年産用種子大豆（令和２年産大豆種子）需給表

　　　　　　　　区別
品種名

生 産 及 び 確 保 数 量 供　　給　　数　　量
残　量

備　蓄
県外移入,
転用

（令和３年４月末日現在）



JA全農とちぎ （単位：ｋｇ）

採種ほ産 計 県　内 県　外 計

※
県外移入,転用
・「里のほほえみ」15,000ｋｇ：転用種子

里のほほえみ

合　　　　計

（６）令和３年産用種子大豆（令和２年産大豆種子）需給表

　　　　　　　　区別
品種名

生 産 及 び 確 保 数 量 供　　給　　数　　量
残　量

備　蓄
県外移入,
転用

（令和３年４月末日現在）

ＪＡ 集荷組合 原種

水稲 　

陸稲 　

小計 　

小麦 　

六条大麦 　

二条大麦 　

小計 　

　

注①

注②

注③

（参考１：令和１年産）

ＪＡ 集荷組合 原種

水稲 　

陸稲 　

小計 　

小麦 　

六条大麦 　

二条大麦 　

小計 　

　

（参考２：平成３０年産）

ＪＡ 集荷組合 原種

水稲 　

陸稲 　

小計 　

小麦 　

六条大麦 　

二条大麦 　

小計 　

　

（７）令和２年産種子更新率

種類 種類
種子供給数量（注①）

計
作付面積
（注②）

更新面
積

（注③）
更新率 備考

（単位＝kg：,ha：,%）

作付面積は、農林水産省公表面積（稲＝２年１０月３０日、青刈り面積（飼料用米等を含む）を除い
た面積：麦類＝２年９月２５日、大豆＝２年１０月３０日）

更新面積は、種子供給数量を播種量（１ha当たり水稲３３kg・陸稲４０kg・小麦７5kg・六条大麦７０
kg・二条大麦８０kg・大豆５０kg）で除した。

種子供給数量は、県外購入分は含み県外供給分は除いた。

稲

麦類

大豆

大豆

更新面積 更新率 備考

稲

麦類

種類 種類
種子供給数量

計
作付面積
（子実用）

（単位＝kg：,ha：,%）

種類 種類
種子供給数量（注①）

計
作付面積
（注②）

更新面
積

（注③）
更新率 備考

大豆

稲

麦類


